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1 はじめに

1.1 チノ語とは

地理的分布 : 中国雲南省西雙版納イ泰族自治州 (シプソンパンナー)景洪市 (図 1参照)

系統 : シナ・チベット語族チベット・ビルマ語派ロロ・ビルマ語支

方言 : 悠楽方言*1・補遠方言

人口 : 20,899人 (2000年の人口統計)→話者数はこの 8割以下ではないか

1.2 「4つのテーマ」と方向性

A: 中国語・カレン・チノ語の語順についてどんな基礎的な規則があるのだろうか→§3
B: 中国語にはイレギュラーな語順（一鍋飯吃五個人、下雨、吃食堂など）を持つ構文

が時々見られるが、カレン語とチノ語にはそのような現象はあるかどうか→§5
C: SVO*2型の言語では、語順の機能を最大限に発揮できるのだが、SOV型のチノ語で

は、孤立性をある程度持っているということはどういうことなのだろうか→§3, §5
D: 孤立性とは何か→§2

*1 [チノ語悠楽方言の音素目録]
チノ語の音素目録は, [子音] /p, ph, t, th, k, kh; ts, tsh, tS, tSh, tC, tCh; m, m

˚
, n, n

˚
, ő, ő

˚
, N, N̊; l, l

˚
; f, v, s, z, S, r,

ç, j, x, G; (w) /, [母音] /i, e, ø, E, œ, a, @, O, È, o, W, u/である。声調素は /55, 44, 33, 35, 42/である。音節構
造は頭子音+介音+主母音+末子音/声調で構成される。またチノ語ではm, m

˚
, n, n

˚
が成節鼻音 (syllabic

nasal)となりうる。
なお、本文中で同じ形態素ながら調値が相互に異なることがある。これらは環境によって声調が交替す

る場合である。その場合、本文中で引用する際、声調を表記しないことがある。
更に、チノ語文法の言語類型論的特徴としては以下のとおりである。基本語順は SOVで、形容詞は名
詞の後ろから修飾し、関係節は名詞の前から修飾する。チノ語は膠着性の高い言語であり、動詞が述部と
なる際、動詞語根を中心に多くの接尾辞類・接頭辞類が付加しうる動詞複合形式 (verbal complex)を構成
する。
以上、音韻ならびにチノ語文法全体に関する概要については林 (2006, 2009)を参照されたい。

*2「主語」「目的語」の用語を定義するのは難しいが、言語類型論上の比較を行う際、基本的にはDixon (1994)
の挙げている S (自動詞主語), A (他動詞主語), O (他動詞目的語)をベースに考察を進めることが多いかと
思われる。本発表では、扱う言語が主格・対格型言語であるため、 Dixon (1994)の ‘A’も ‘S’で表す。



図 1 チノ族居住区の位置

2 孤立性とは何か—言語の「孤立度」

2.1 「孤立語」の基準と性格

n 形態論的類型論の基準

• Sapir (1922: 123)

‘A language may be both agglutinative and inflective, or inflective and polysynthetic, or

even polysynthetic and isolating, as we shall see a little later on.’

• Dixon (2010: 226–228)→Set Aと Set Bの組み合わせ

Set A: Isolating, Agglutinating (or Agglutinative), Fusional

Set B: Analytic, Synthetic, Polysynthetic*3

Whaley (1997: 127–148)

index of synthesis (総合の指標): 形態法における接辞の多用

index of fusion (融合の指標): 個々の形態素の機能的分解がいかに容易か

→総合度や融合度に応じた形態論的類型論は元来連続的性格を内在させる

*3 Dixon (2010: 228)で ‘polysynthetic’という用語は不必要で、邪魔者である、と述べている。



n 「孤立語」の共有する特徴 (Whaley 1997)

声調言語

関係明示表現が介在しない動詞連続構造をもつ

東南アジアに偏在→地域的特徴という可能性もあり
「主要な意味役割を表す語がなく、これらの意味役割は語の配列順によって表示される」

(風間ほか 2004: 69)

「文法的意味は語順によって示される」 (斉藤 2010: 66)

2.2 チノ語悠楽方言の名詞句構造と動詞複合形式

n 名詞句構造

表 1 チノ語の名詞句構造（モデル）

指示詞 名詞 数量詞句 後置詞

(Dem) (N)-(Suf) (NUM)-(CL)-(Suf) =(Post)

Dem: 指示詞，Suf: 接尾辞，NUM: 数詞，CL:類別詞，Post: 後置詞*4

表 2 後置詞の種類と機能

種類 機能 種類 機能

=È44 強調 =jo44 同等比較

=E44 所有者 =the44 随伴者

=va55 場所、方向、被動者、受領者など =la55<II> 要約

=la55<I> 手段、道具 =lœ44 列挙

=j@44 共同者、起点、奪格

n 動詞複合形式

表 3 チノ語の動詞複合形式 (モデル)

(prev)-(pref1)-(pref2)-(pref3)-[VERB]-(acp)-(B/R)-(T/A1)-(T/A2)-(caus)-(aux1)-(aux2)-(T/A3)-(still)-(T/A4)

[動詞複合形式の各スロットに入る形態素]→各形態素は選択的に共起
(1) a. prev: tCE42-, SO- (「とても ∼」), tSÈ- (「もっと ∼」), ku- (「また ∼」)

b. pref1: a1- (名詞化), ma- (否定), th@- (禁止), a2- (禁止)

c. pref2: pi-, khø-, ja- (使役接辞)

d. pref3: m- (使役接辞)

e. acp: -khjo (達成)

f. B/R: -m
˚

@ (ben,受益), -Si (rcp,相互)

*4 チノ語悠楽方言の後置詞と格の関係については林 (2010)を参照されたい。



g. T/A1: -kO (進行)

h. T/A2: -tO (経験)

i. caus: -vi (使役接辞)

j. aux1: -khju (「∼できる」),

-tChE (「あえて ∼する」)

k. aux2: -n
˚

u (「∼したい」),

-m
˚

È(「∼のようだ」)

l. T/A3: -mÈ (過去), -me (未来)

m. still: -sW (「まだ ∼」)

n. T/A4: -a (完了)

=⇒形態的特徴をベースに考えると、チノ語悠楽方言は「孤立語」にはならない

3 基本語順と格標示

3.1 基本語順: SOV

(2) a. NO42

1SG.NOM

khÈ35

3SG.OBL

khu33-nœ44.

呼ぶ-SFP

「私は彼/彼女を呼ぶ。」

b. khÈ42

3SG.NOM

NO35

1SG.OBL

khu33-nœ44.

呼ぶ-SFP

「彼/彼女は私を呼ぶ。」

(3) a. ki55ki44

叔父

tCu35ma44

叔母

j@35-mÈ35.

叱る-PAST

「叔父が叔母を叱った。」

b. tCu35ma44

叔母

ki55ki44

叔父

j@35-mÈ35.

叱る-PAST

「叔母が叔父を叱った。」

(2): 主語・目的語ともに代名詞→声調等による関係明示 (格標示)*5

(3): 主語・目的語ともに名詞→語順による関係明示 (格標示)*6

3.2 文法関係と関係明示標識 (格標識): =va55(∼=a55)

=va55(∼=a55) : non-subject markerとしての機能

→意味役割としては「被動者」「場所・着点」等

*5 チノ語悠楽方言の代名詞を一覧にして示すと、以下のようになる。

単数 双数 複数
主格 斜格 主格 斜格 主格 斜格

所有格 対格 所有格 対格
1人称 NO42 NO35 a33ői55/ a33ői42 a33Nu55(INCL) a33Nu42/ Nu55(INCL)

NO33E55 NO35 Na55ői55 Na55vu44(EXCL) Na55vE55(EXCL.POSS)

2人称 n@42 n@35 ői55n
˚
44 ő

˚
i55ői42 ői55ju44

nE35 n@35 ői55vE55 ői55ju35

3人称 khÈ42/ khÈ35/ a55ő@35 khÈ33ői55 khÈ33ői42 khÈ33m
˚

a55 khÈ33m
˚

a42

thu42 / jo33m
˚

a55 / jo33m
˚

a42

*6 名詞も最終音節の声調を 35調あるいは 42調にすることによって、斜格を標示することができる。



<被動者 > —有生名詞にのみ =va55 後置可能

(4) a. ki55ki44

叔父

tCu35ma44=va55

叔母=VA

j@35-mÈ35.

叱る-PAST

「叔父が叔母を叱った。」(= 3a)

b. tCu35ma44

叔母

ki55ki44=va55

叔父=VA

j@35-mÈ35.

叱る-PAST

「叔母が叔父を叱った。」(= 3b)

(5) a. Sao33li33

李さん

Sao33waN35=∅/ =va55

王さん=VA

tCa35-m
˚

@44-nœ44.

嫁ぐ-BEN-SFP

「李さんは王さんに嫁ぐ。」

b. Sao33li33

李さん

khW55ői55=∅/ =va55

犬=VA

ka55+zo35+ja42-nœ44.

追う +歩く +行く-SFP

「李さんは犬を追い払った。」

(6) a. khW55zO55

子犬

ji33tSho55=∅/ *=va55

水=VA

t@35-mÈ55.

飲む-PAST

「子犬が水を飲んだ。」

b. ji33tSho55=∅/ *=va55

水=VA

khW55zO55

子犬

t@35-mÈ55.

飲む-PAST

「水は子犬が飲んだ。」

<場所・着点 >

(7) a. khÈ42

3SG.NOM

te35=va55

畑=VA

lo33pu35

大根.OBL

a33pru55

苗

k@33-kO55.

抜く-PROG

「彼/彼女は畑で大根の苗を間引いている。」

b. çi55-lo44

これ-ように

u33kh@55l@55=a44

山頂=VA

mO33-tS@55-khju55-a44.

NEG-生きる-AUX-PART

「（タイ族は）このように山の上で生きていくことができない。」

c. NO42

1SG.NOM

tCiN33xoN44=va55

景洪=VA

le44-nœ44.

行く-SFP

　「私は景洪に行く。」

4 語順と情報構造

n 旧情報から新情報へ/ 重要度の低い情報から高い情報へ

(8) a. a33tshÈ35=j@44=E55

10.OBL=より =POSS

a33çO42,

100

a33çO35=j@44=E55

100.OBL=より =POSS

a55tshen44,

1000

a55tshen44=j@44=E55

1000=より =POSS

a55van35.

10000.OBL

a55van35=j@55=E44=È44

10000.OBL=より =POSS=EMPH

n
˚

55tshen44

2000

sø55tshen44van35

3000万.OBL

khÈ33-lo33

あれ-ように

NW35+ja55-O44-nœ44.

COP+いく-PART-SFP

「十から百、百から千、千から万だ。万からは 2000万、3000万という風になるんだ。」



b. A: thi55m
˚

a55

多い

mO55-sW55-a55.

NEG-知る-PART

ji55Si55

昔

jo33kha33-m
˚

a55

老人-PL

tSh@44-m
˚

@44=E55-nœ44,

語る-BEN=POSS-SFP

kO33-tCi55

それぞれ-少し

kO33-tCi55

それぞれ-少し

sW55-a55.

知る-PART

B: pa55kha42=È44

パカー=EMPH

thi55-ço44

1-CL

n
˚

55-ço44

2-CL

tSh@44-khju55-a44

語る-AUX-PART

tS@33-sW55=E44.

いる-まだ=POSS

A:「(昔話の)多くは分からない。昔の老人たちが (私たちに)語ってくれたけど、少しだ

け理解したわ。」

B:「パカーは 1人 2人 (昔話を)語ることができるのがまだいるよ。」

n ‘right dislocation’/ afterthought

(9) a. li33pai35thjen44-a44

日曜日-PART

kai55tsi55=a44

市場=VA

l@44

ずっと

je35-a44

行く-PART

NW33-mE55,

COP-PAST

Na55vu44.

1PL.EXCL.NOM

「日曜部にはね、市場にいつも行ってたよ、私たち。」

b. khÈ44

あれ

tSao35kuaN44-mÈ44

レントゲンを撮る-NML

khao42

何

a55m
˚

i44

言葉

xO55=E44-jO44?

しゃべる=POSS-PART

mO33-n
˚
O55+sW55-khju55-a44,

NEG-聞く +知る-AUX-PFT

NO42.

1SG.NOM

「あのレントゲン撮影をした人は何語をしゃべっていたのかしら? 聞いても分からな

かったわ、私。」

c. m
˚

W55-a44=È44,

吸う-PART=EMPH

ja55khu44.

タバコ

pa55kha44-m
˚

a55

パカー-PL

pa55l
˚
ai44-m

˚
a55

パライ-PL

khO55mO44-m
˚

a55=lœ44

女-PL=も

m
˚

W55-a44.

吸う-PART

「吸うよ、タバコ。パカーやパライの女たちも吸うよ。」

d. a55tSen44

アチェン

tE55-tO44-E44

見る-EXP-POSS

tShÈ33-a44,

似ている-PART

ten35Si35.

テレビ

「アチェンは見てるみたいね、テレビを。」

5 言語外的知識と語順・名詞句の文内認可

n 「話題」の文内位置—言語外的知識と情報構造

(10)→「食べる」動作主は言語外的知識から判明
(10) a. a55mE55

ご飯

Nu55vu44

1PL.NOM

tsO55-khjo35-O44-nœ44.

食べる-ACP-PART-SFP

「ご飯は私たちが食べてしまった。」

b. x@55mE55tChe44

米

xo33tSha55

ネズミ

khju55+tsO55-khjo35-O55-nœ44.

盗む +食べる-ACP-PART-SFP

「米はネズミがこっそり食べつくしてしまった。」

c. NO55SO55

魚

jo33mE55

猫

khju44+tsO35-O55-nœ44.

盗む +食べる-PART-SFP

「魚は猫がこっそり食べてしまった。」



(11a)→言語外的知識から「鳥は人間を飛ばさない」ことは明確
(11b)→言語外的知識から「生徒が先生を叱ること」はまれ
(11) a. Na33zO55=∅/ =va55

鳥=VA

Sao33li33

李さん

m33-prE35+ja42-nœ44.

CAUS-飛ぶ +行く-SFP

「鳥は李さんが飛ばした。」

b. Sao33waN35=∅/ =va55

王さん=VA

lao33si55

先生

j@35-mÈ35.

叱る-PAST

「王さんは先生に叱られた。(=王さんを先生は叱った。)」

n いわゆる pivot constructionの名詞句解釈

(12)→動詞連続構造: 「原因」+「結果」のセット

(12) a. lo33phu55

椀

a55pu44

父

tCW55+l
˚
ai35-O55-nœ44.

こける +壊れる-PART-SFP

「お椀は父がこけて壊した。」

b. mi55khO55

若い女性

mi55tshO55

太陽

kha33+na35-O55-nœ44.

さらす +黒い-PART-SFP

「若い女の子が太陽にさらされて黒くなった。」

c. l@55tsho55

ズボン

mi33tha55

雨

tCe55+tCe35-O55-nœ44.

濡れる +濡れる.RDP-PART-SFP

「ズボンが雨に濡れてしまった。」

n 意味的関連性による付加詞的名詞句の文内認可

(13)→付加詞的名詞句 (下線部)の認可

(13) a. khÈ42

3SG.NOM

(a33khju55)

やせている

khju35+ja42-nœ44.

やせる +いく-SFP

「彼/彼女はやせてきた。」

b. zO55ku55

子供

(jO33m
˚

jo55)

高い

m
˚

jo35+ lW42-a44-nœ44.

高い +くる-PFT-SFP

「子供は (背が)高くなってきた。」

c. n@42

2SG.NOM

(a55mE55)

ご飯

mø55-la42?

飢えている-Q

「あなたはおなかがすいたのですか?」

6 他のチベット・ビルマ諸語 (ロロ・ビルマ諸語)の問題

n ツァイワー語 (中国雲南省・ビルマ北部、徐・徐 1984: 137-139)

主語・目的語→ともに有生名詞のとき
目的語助詞 lĕ55→随意的
—基本語順 (SOV)の遵守



(14) ja
¯
N31

3SG

tsŏ31nu55

赤ん坊

(lĕ55)

PART

Sup55.

眠る

「彼は赤ん坊を寝かせる。」

目的語の強調→主語に対して前置することあり
(15a)— lĕ55 で標示する

(15b)—標示なし

(15) a. khui31

犬

lĕ55

PART

ja
¯
N31

3SG

pat31

殴る

sat31

殺す

pe51.

PART

「犬は彼に殴り殺された。」(徐・徐 1984: 138)

b. voĳ31tso31

ひよこ

tsun31

鷹

ju51

取る

tso31

食べる

pe51.

PART

「ひよこは鷹に捕らえられて食べられた。」(徐・徐 1984: 138)

n アチャン語 (中国雲南省・ビルマ北部、戴・崔 1985: 71)

(16) a. NO55

1SG.NOM

ő
˚

aN31

3SG.OBL

te55

PART

kü@55.

呼ぶ

「私は彼を呼ぶ。」(戴・崔 1985: 71)

b. pum55xui31

狼

teĳ55

父

sat55

撃ち殺す

pO31.

PART

「狼は父に撃ち殺された。」(戴・崔 1985: 71)

目的語標示→te55

(16b)→te55 が生起せず

=⇒「狼が父を撃ち殺した」?/「狼は父に撃ち殺された」?

n リス語 (中国雲南省・タイ北部・ビルマ北部、Hope 1974: 7)

[話題] nya [評言]

(17) a. làma

虎

nya

TOP

ánà

犬

khù”-a

咬む-DEC

b. ánà

犬

nya

TOP

làma

虎

khù”-a

咬む-DEC

「虎が犬を咬む。」もしくは「犬が虎を咬む。」



7 おわりに —文法関係の解釈装置と語順—

• シルバースティーンの名詞句階層 (Silverstein 1976)

代名詞 (1人称 > 2人称 > 3人称) >名詞 (親族名詞・固有名詞 >人間名詞 >動物名詞

>無生物名詞 (自然の力の名詞 >抽象名詞・地名))

• 角田 (2009 [1991])

文法分析に必要な 4つのレベルの区別

a: 意味役割 (semantic roles)

b: 格 (cases)

c: 情報構造 (information structure)

d: 統語機能 (syntactic functions, etc.)

表 4 チノ語悠楽方言の語順の原型: まとめ

要素解釈レベル <1> <2> V

[文法関係 ] S O V

[意味役割 ] 動作主 被動者/主題 V

[情報構造 ] 話題 焦点 V

[逆能格性 (anti-ergativity)] (LaPolla 1992, 2004)

→主語と目的語の非曖昧化 (disambiguation)

[チノ語悠楽方言]: 生物名詞句の並列の際、目的語に =va55 を付加

— inverse (反転/逆向)的な =va55 の付加規則*7

*7 以下のように、言語外的知識から「先生が生徒を叱る」構造が名詞句の階層 (先生 >生徒)を作り出して
いるとすれば、それと逆向する名詞句の並列があった場合、目的語側に =va55 を義務的に付加する。

a) tSaN55lao33si55

張先生
tCe33phW55

酒
thi55phr@44

一方で
t@42,
飲む

thi55phr@44

他方で
tCaN55-kO35-mÈ55.
教える-PROG-PAST

khÈ33-lo55

それ-ように

NW55-vu55,
COP-ので

Sao33waN35

王さん
tSaN55lao33si55=∅/ =va55

張先生=VA

j@35-mÈ35.
叱る-PAST

b) tSaN55lao33si55

張先生
tCe33phW55

酒
thi55phr@44

一方で
t@42,
飲む

thi55phr@44

他方で
tCaN55-kO35-mÈ55.
教える-PROG-PAST

khÈ33-lo55

それ-ように
NW55-vu55,
COP-ので

tSaN55lao33si55*=∅/ =va55

張先生=VA

Sao33waN35

王さん
j@35-mÈ35.
叱る-PAST

「張先生は酒を飲みながら、授業した。だから王さんは張先生を叱った。」



表 5 チノ語悠楽方言の「孤立性」と語順

[チノ語悠楽方言の語順と文法関係]

有生名詞句の並列→語順による文法関係の判断
有生名詞句と無生名詞句の配置→意味役割・言語外的知識による判断
[チノ語悠楽方言の「孤立性」]

声調言語

動詞連続構文の存在

一部に語順による文法関係の判断あり

[補足: 先行研究—蓋 (1986)]

蓋 (1986: 95)より

「文の要素の文内位置によると、チノ語は「主語-述語」文、「主語-賓語-述語」文、「主

語-述語-補語 (あるいは、主語-補語-述語)」、そして「主語-述語-補語」文に大方分かれる。

チノ語は少なからず形態変化をいまだ保存しているため、賓格の形態変化を伴った賓語が

置かれた位置が変換されたものなら、「主語-述語-賓語」あるいは「賓語-述語-主語」など

の文型が現れることがあるが、当然その中にも漢語の影響を受けたものが含まれる。」

蓋 (1986: 103)より

「チノ語の中の語順は一種極めて重要な文法上の手法であり、一般的にはそれぞれの文

の成分の位置はすべて固定されている。チノ語はまだ比較的多くの形態的な手法を残し、

声調変化を用いて異なる文法的な意味を表すので、ある文型の語順の変化はやや活発であ

るが、文の意味には決して影響しない。」

略号一覧

文頭の *は非文であることを示す。また ‘-’は接辞類・助詞類の境界を、‘=’は倚辞

の境界を、‘+’は語根の境界を表す。

ACP . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 達成

AUX . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 助動詞

BEN . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 受益

CAUS . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 使役

CL . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 類別詞

COP . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . コピュラ

DEC . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 平叙的

EXCL . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 除外形

EMPH . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 強調

EXP . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 経験

NEG . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 否定

INCL . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 包括形

NML . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 名詞化

NOM . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 主格

NUM . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 数詞

OBL . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 斜格

PART . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 助詞

PAST . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 過去



PFT . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 完了

PROG . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 進行相

PL . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 複数

POSS . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 所有

Q . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 疑問

RDP . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 重複

SFP . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 文終止助詞

SG . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 単数

TOP . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 話題

VA . . . . . =va55(対格、与格、場所格など)
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